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農 薬 の飛 牧 に よ る 周 辺 作 物 へ０）影 響 防 止 対策 に つ い て

農 薬 の 飛 散 に よ る 危 害 を 防エ１二す る 観一１１、、か ら、 こ れ ま で 農 薬 を 使 用 す る 若 が 遭

㌔γす べき 基 準 を 定 め る 省 令 （平 成 １ ５ 年 農 林 水 産 省 ・ 環 境 省 令 第 ５一引 の周 知

徹 底 の 取 組 や 農 薬 危 害 防 止 運 動 の 実施 等、 農 薬 使 用 者 に 対 し、 農 薬 の 適 正 使 用

及 ぴ農 薬 の 飛 散 防 止 措 巌 の 実 施 を 図 る よ う、 手旨導 の 徹 底 に 努 め て き た と こ ろ で

す
。

一 方、 平 成 ユ ５ 年 の 食 晶 衛 牛 法 （平 成 １ ５ 年 法 律 第 ５ ５ 号） の 改１ｒに よ り、

平成 １ ８ 年 ５ 月 か ら 同 法 に 基 づく 残 留 基 準 値が 設 定 さ れ て いな い 農 薬 等 が 一 定

量 以 上 含 ま れ る食 品 の 販 売 等 を 原貝１傑 止 す る帖１」度 （い わ ゆる ｒポ ジテ ィ ブ リ ス

ト 制 度二） が 導 入 さ れ る こ と と な っ て い ま す
．

ま た
、 二 こ で い う ・定 量 と は、

ｒ食

品 衛 生 法第 １ １ 条 節 ３項 の 規 定 に よ り 人 の 健 康 を 損 なう お そ れ の な い 量 と して

呼 生 労 働 大 臣 が 定 め る 量」 （平成 １ ７ 年１ １ 月 ２ ９ 日 厚 生 労 働宅 浩 示 第 ４ ９ ７

号） に よ り Ｏ．Ｏｌｐｐｍ と す る と さ れ た と こ ろ で す。

こ う し た こ と を 踏 ま え、 今 後 農 薬 散 布 を 行 う 垢 合 に は、 当 該 農 薬 が 散 布 さ れ

る ほ 場 の み な ら ず、 そ の周 辺 で 栽培 さ れて い る 食 用 農 作物 （以 ド「周 辺 農 作 物！

と い う。〕 の 収 穫 物 に つ い て も、 食 品 衛 乍 法ぴ）基・準 を 超 え た 農 薬 が 残 留 す る こ

と が な い よ う
、

農 薬 の 飛 散 防 止 措 置 の 一屑♂）徹 底 引貞１る 必 要 が あ り ま す。

つ き ま して は、 別 紙 の と お り 「農 薬 の 飛 敬 に よ る 周 辺 農 作物 へ の 影 響 防１卜対

策
．
■ を と り ま と め た の で、 御 了 知 頂 く と と も に、 木 対 策 の 維 進 に 特 段 の 協 力

を お施貞い し ま す、

な お、 者ｆ≡道月守県 知 事 に は
、

農 政 局 等 を 通 じ
、

別 添 の と お り 逓 知 し て い る の で

併 せ て お失１１ら せ し ま す
．



別 紙

農 薬 のブ俺散 に よ る周 辺 農 作 物 へ の 影 響 防 止 対 策

地 域 と して 取 り 組 む べき 農 薬 飛 散影 響 防１トの た め の体 制 整備

農 薬 散 布 に 伴 う 飛 散 に よる 周 辺 農 作 物 へ の 影 響 防１トを 効 果 的 に 尖 施 す る た

め に は、 地 域 の 農 業 者 が 協 力 して 飛 散 防 止 に 取 り 組 む 必 要 が ある。

こ の た め
、 都 道 府 県 の 農 作 物 病 害 虫 防 除 指 導 関 係、 生産 振 興 関係 及 び普 及

関 係 の 行 政音１胴、 農 業 者 団 体 等 が 連 携 し て、 農 薬 の 飛 散 影 響 防
．
止 対 策 の 指 導

啓 鷹 の た め の 指 導 体 制 を 整 備 し、 都 道 府 県 の 対 策 方 針 を 定 め、 農 薬 飛 散 影

響 防止 対 策 に 取 り 組 む も の と す る。

ま た
、 都 道 府 県 の指 導 体 制 の も と に、 効 果白勺に対 策 が講 じ ら れ る よ う地 域

の 尖 情 に 応 じ て、
病 害 血 防 除 所、

普 及 指 導 セ ン タ ー
、

市閏」村 等 が 速・携 し て 地

域 単 位 の 指 導 体 制 （以 下 ｒ地城 紳 織」 と い う。〕 を 整 備 す る も の と す る。 そ

の 際、 農 業 協 同 組 合 等 の ～牽者 団 体 や 痛 害 虫 防 除 組 織 と も 連 携 して 整 備 す る

こ と が 望 ま しい． さ ら に、 農 薬 販 売 業 者 や 防 除 薬 者 等 につ い て も 極 力 参 画 を

得 る も の と す る。 地 域 組織 は 以 下０）取 組 を 行 う も の と す る。

（１） 地 域 細 織 は、
ポ ジテ ィ ブ リ ス ト制 度 の導」人 にｆ半う 農 薬 使 用 上の 問 魎 点 の

抽■出 と そ の 対 応 策 に つ い て 検言寸を 行し＼ そ の 結 果 を 踏 ま え て 地 域 の 農 業 者

に 対 し 啓 発 を 行 う。 ま た、 農 薬 の 飛 散 影 響 防 止 の た め の 農 業 者 相 万、の 連 絡

体 制 を整 備 す る。

（２） 地域 組 織 は
、

２に 掲 げる 対 策 の 実施 に っ い て、
農 業 者 に 対 して 指 導を 行

う。 特 に、 散 布 さ れ る 農 薬一の 種 類、 散 布 方 法 及 び 周 辺 農 作 物 の 収 穫 時 期 等

の 状況 か ら、 農 薬の 飛 散 に よ る 影 響 が 特 に大 き いと 予 想 さ れ る 場 合 に は、

農 薬 散 布 を 行 う 農 業 者 又 は周 辺 農 作 物 の 栽 培 者 に 対 し２ の （２） の ④及 び

⑤ の 対 策 を 徹 底 する よ う 指 導 す る。

（３〕 農 薬σ）飛 散 に よ り 食 吊 衛 生 法 の 基 準 を 超 え る 農 薬 の 残 留 が あっ た 場 合 に

は、 地 域 紅 織 は、
■再 発 防１トの た め、 地 域 の 作 物占占目、 使 用 農 薬、

防 除 方 法

等 に つ い て 見 直 しを 行 う。

２． 個 々 の 農 業 者 が 行 う 農 薬 の 飛 散 影 響 防 止 対策 等

（１〕 病 害 虫 防 除に っ い て は、 病 害 虫 の 発 生 や 被害 の 有 無 に か か わ らず 定 鮒灼

に 農 薬 を 散 布 す る こ と を 兄１由１し、 以 トの ３、亡、の 取 組 か ら な る 総 合 的 病 害 虫

雑 草 管 理 （ＩＰＭ） に 努 め る。

① 輪作
、

抵 抗 性 品 種 の 導 入 や 土 着天 敵 笠 の 生 態 系 が 有 する 機 能 をｌｌｆ能 な

限 り 活 州 す る こ と 等 に よ り、病 害 虫 ・ 雑．革 の 発 牛 し に く い 環 境 を 整 え る。

② 病」占＝虫 発ノ仁予 察 情 報 の 積 極 的 な 活 州 等 に よ る 病一
、｝虫 ・ 雑１㌔肯１の 発 生 状 況

の 把握 を 通 じて、 防 除 の 要否 及 び 防 除 適期 を 適 切 に 判 断す る。



③ 防 除 が 必 史 と 判 断 さ れ た 場 合 に は、 病」苫＝虫 ・ 雑１㌔加 発 生 を 経 済 的 な 被

害 が 生 じる レベ ル 以 下に 抑 舳 す る た め に、 多様 な 防 除 干段 の１いか ら 適 切

な 手 段 を 選 択 し
、

病 害 山 ・ 雑 草 管 理 に 努 め る
、

（２） 病 害 虫 の 発 生 状 況 を 踏 ま え
、

農 薬 使 用 を行 う 場 今 に は、 次 の 事＝項 の 励 行

に 努材）、 農 薬 の一飛 散 に よ り 周 辺 農 作 物 に 被一
．与 を 及 ぼ す 二 と が な い よ う に 配

慮 す る．

① 周 辺 農 作 物 の 栽 培 者 に 対 し て、
釧 行に、

農 薬 使 用 の 目 的、 敵 布 日 時、

使 用 農 薬 の 概 類 等 に つ い て、 連 絡 す る。

② 当 該 病 害 虫の 発 乍 状 況 を 踏 ま え、 最 小 限 の 区 域 に お け る 農 薬 散 布 に 留

め る
。

③ 農 薬 散 布 は、 無 風 又は 風 が 弱 い と き に 行 う な ど、 近 隣 に 影 響 が 少 な い

天 候 の 日 や 時 間 帯 を 選 ぶ と と も に、 風 向 き、 散 布 器 具 の ノ ズル の 向 き 等

に 注 意 す る。

④ 特 に、 周 辺 農 作 物 の 収 穫 時 期 が 近 い た め 農 薬 の 飛 散 に よる 影 響 が 予想

さ れ る 場 合 に は、 状 況 に 広 じ て 使 用 農 薬一の 種 類 を 変 更 し、 飛 散 が 少 な い

形 状 の 農 薬 を 選 択 し、 又 は 農 薬 の 散 布 方 法 や 散 布 に用 い る 敵布 指 具 を 飛

散 の 少 な い も の に 変 吏 す る。

⑤ 卜記 の② か ら ④ の 対策 を と っ て も 飛 散 が 避 け ら れ な い よ う な 場 合 に あ

っ て は、 農 薬 使 用 者 は 散 布 日 の 変 更 等 の 検言寸を 行し＼ そ の」二で や む を 得

な い と 判 断 さ れ る 場 合に は、周 辺 農 作物 の 徴 培 者 に 対 して 収 穫 日 の 変 更、

圃 場 の 被 覆 等 によ る 飛 散 防 止対 策 を 要請 す る。

⑥ 以 下 の 項 胃 につ い て 記 録 し、 」 定 期間 保 管 す る。

ア． 農 薬 を 使 用 し た 年 月 日、 場 所、 対 象 農 作 物、 気 象 条 件 （風 の 強 さ〕

等

イ． 使」目した 農 薬 の 租 類 又 は名 称 及 び 単 位 面 積 当 たり の 使 用 並 又 は 希 釈

倍数

⑦ 農 薬σ）飛 散 が 休、じた 場 合 に は、 周 辺 農 作 物 の 栽 培 者 等 に 対 して 速 や か

に 連．絡 す る と と も に、
地 域 紅 織 と 対 策 を 協 議 す る。


